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幼児期 に お け る食事 の あ り方は味覚感受性や

　　　　　心 身の 発 達に影響 を及 ぼすか

　　　　一 1〜 3 歳 の 保育園 児 を対象 と して
一

斷 Do　Eating　Patterns　in　Infancy　affect　Taste　Sensitivity

　　　　　　　　　　　　and 　Development ？

− Using　One−to　Three−Year　Old　Nursery　School　Children一
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We 　illvestigated　the　effect 　of　the　eating 　behavior　of 　infants　on 　their　taste　sensitivity 　and 　develop・

ment ．　The 　study 　was 　carried 　out 　on 　a　total　of　130　children 　between 　the　ages 　of 　one 　and 　three　years

（74males 　and 　56　fenlales　in　the　age 　range 　from　181nonths 　to　41　months ）who 　were 　enrolled 　at　three

approved 　nursery 　schools 　in　the　prefecture　of 　Okayama ．　The 　study 　involved　observing 　the 　eating

habits　at 　mealtimes 　in　househo1ds　according 　to　Enjoji
’
s　Developmental 　Question且aire　for　Infants，　and

using 　fiavored　aqueous 　solutions 　for　evaluating 　taste　sensitivity ．　At　Ieast　half　the　children 　lived　in

households　ill　which 　they　were 　provided　with 　home −cooked 　food　and 　were 　ab 王e　to　enloy 　eati   while

taking 　with 　their　family　during　the   eal．　The 　majority 　of 　the　children 　in　this　study 　were 　sensitive 　to

sweet ，　sour 　and 　salty　tastes　within 　a 　range 　of　concentration 　of 　O．2−0．8％ for　all　aqueous 　sucrose

soluti 〔｝n ，0．02冒0．06％　for　an 　aqueous 　c｛tric　acid 　solution ，　 and 　O．04−0．16％　for　an 　aqueous 　sodium

chloride 　solution ．　We 　didnot　observe 　any 　statistical　correlation 　between　the　eating 　situation 　and 　taste

sensitivity 　of 　the 　children ，　except 　in　the　case 　of　sensitivity 　to　a　salty 　taste ．　However，　there　existed 　a

significant 　correlation 　between　the 　eating 　situation 　and 　the　development　of　the　children 　in　four　to負ve

categories 　among 　the　total　of　six　categories ．　It　was 　clear 　that　a　healthy　eating 　situation 　in　infancy

did　play　 a　 positive　 role 　 in　 development（for　 example ，｛n 　 such 　 areas 　 as　 basic　 habits，　 language

formation　and 　language　comprehension ＞．The 　results 　indicate　that 　eating 　pattems 　in　the　household

during　the　early 　stages 　of　infancy　did　not 　have　a　significant 　effect　on　taste　sensitivity ，　except 　for　a

salty 　taste，　but　suggest 　that　there　nlay 　have 　been　some 　effect 　on 　the　childre ゴs　development．
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　乳幼児期 の 豊 か な食生活 は 子 ど もの 昧 覚形成や心身

の 発達に大 きい 影響 を与え る の で は なか ろ うか 。 食事

は 幅広 い 食べ 物 を用 い ，塩分
・糖分 の 摂 り過 ぎに 配慮

した もの で ある こ と，食卓は 親子 の コ ミニ ュ ケ
ーシ ョ

ン の 場 と し て 楽 し い 雰囲気 で あ る こ と な どが 子 ど もの

＊
　鈴 峯女 子短期 大学

　 （Suzugamine 　Wernen’s　College）
＊ ＊

　倉 暾市 立短期 大学

　 （K ロras址 ki　Civic　College）

健全 な味覚形成 と心 身の 発達 を促 す の で はな か ろ う

か。

　前報 （1997）で筆者らは ， 子 ど も期 （6〜11歳）に お

け る食事状況 の 良否 とそ の 後 の 味覚感受性な らび に精

神発達 （特に性格形成〉の 関連性 に つ い て 仮説 を提起

し検証 し た。そ の 結果 ， 子 ど も期 に健全な食事状況 に

あ っ た 者 とそ うで な か っ た 者 の 問 に は，その 後 の 味覚

感度に は ほ とん ど差異は み られな い こ とが 示 され た 。

しか しより健全 な食事状 況 の 者 ほ ど ， そ の 後 の 情緒の
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幼児期 にお け る食事の あり方 は味覚感受性 や 心身の 発達 に 影響 を及ぼ すか

安定性 ， 活動性 ， 主導性等の 性格 形成 に 好影響が表れ

る こ とを確か め た e 前報では，6〜11歳 とい う児童期 の

食習慣や 食生活 を調 べ ，そ の 後の 味覚感度 との 関係 を

分析 した た め ，味覚 に つ い て は 相 関関係 が み ら れ な か

っ た の で は な い か と考 え ， 今回は発達初期 の 時期 の 子

ど もを被験児 に選 び ， 同
一時点デ

ー
タを対応 させ て ，

検討す る。本研究で は 前報に な らい つ つ ，次の 仮説を

提示 し，分析をすすめ る。

　仮説 ：乳児期か ら幼 児期にかけ て の さまざまな味体

験や豊 か な食卓条件は 味覚機能感受鋭敏性や心 身の 発

達に 少 なか らぬ 影響 を与え る の で は な い か。幼児初期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 1．

に ， 親子 の 緊密な交流をは か りなが ら， 健全 な食事経

験 （後述）を得て い る子 ど もは，味覚感度に もす ぐれ，

運動 ， 精神 の 両面 に わ た る発達 も良好で あろ う。

　 こ の 仮 説 を検 証す る た め に ， 保育園 に在籍する 1〜3

歳の 子 ど もを被験児 とし，「家庭 におけ る食事場面 の 観

察ならび に食事調査」「眛覚感受性検査」「遠城寺式乳

幼児分析的発達検査」を実施す る。そ し て食事 の 基本

技能習得程度 ， 食事習慣， 食事中の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ン ， 食事内容等につ い て，そ の 概況 を明 らか に す る。

さらに それ らの 相亙関係 の 分析を通 して，幼児初期 の

食事行動 が
， 味覚感受性 や 運動 ， 社会性，言語分 野 の

対象児の 属性 （人数）

n ＝130
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発達に ど の ような影響 をもた らす の か明確 にす る。

　　　　　　　　　　　方　　法

　1． 対象児の属性お よび実施時期

　岡山県内 A ・B ・C の 私 立認可保育 園 におけ る 1歳

児ク ラ ス （その 年度 の 4 月 1 日現在 ，
1 歳 で あ る 園 児 の

クラス）および 2歳児 クラズ （同 2歳で ある 園児の ク

ラス ）の 園児 を対象 と して ，観察 ・調査 な らび に 検査

を実施 し た。検査 等の 主 な実施 時期 が 9 月 と 11 月で あ

っ た た め ， 被験 児の 実月齢 は 18か 月 （1 歳 6か 月）〜43

食事健全 さまた は食事 自立 の程臓

食事の基 本技能

自分で コ ップ を持っ て飲め る．

ひ と りで食事 を しよ うとす る．

自分で スプ
ー

ン を持 っ て食べ ちれる，

こぼさない よ うに飲め る．

ひ と りでス ープ ・汁が飲め る．

ス プ ーン と茶碗を両手で使用で きる。

完全にひとりで食事ができる，

は しを使 っ て 食べ る．

は しと茶碗 を両手で 使用 で きる．

こぼ さないよ うにご飯を食べ る．

食事習慣

食事の 時闇は 大体3〔｝分前後で終 わ る，

家族と
一

緒に食事ができ る．

食事の あい さつ がで きる．

よ くかん で食べ る．

ご飯はい つ もきれい に食べ 終わる．

おや つは 決め られた時間に食べ る．

好き嫌い はい わ ない で何で も食べ る．

食前の手洗い．

　　　 ，
　　　 り
＊ ＊ Pく〕。Ol

か 月 （3歳 7か 月）で あっ た 。 こ の うち， 18 か 月〜41

か 月 の 137名 を本報告 で は取 り上げ た。42 か 月児
・43

か 月児が 計 6名含 まれ た が
， 本報告 の 分析 に1ま加 えな

か っ た。本報告 で扱 う 137名 の うち ， さ らに観察評定

の不一致か ら 7名を除外 し，130名 （男児 74名 ， 女児

56名）を分析対象 と した。18〜41 か 月児 で は，心 身の

発達や生活能力に お い て 月齢差 が 大 き く表 れ る 時期 で

あ る （遠城寺 1977）た め，今 回 は 児 を 6か 月ご と に区

分 して 月齢別 4群に 分類 した。6か 月 ご とに 分類 した

児 に つ い て は ， 著 しい 性差が 認 め られな か っ た た め性

ユ　　　　　 2　　　　　　3　　　　　 4

一

　　　　　　　　　　　　　　　

18〜23か月児 ；
一一…一一一一，Z4〜29か月児 ；　 　 　 ，3〔ト 謁か月 児 ；

36〜41か月児．

寧 ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

図 L 　 食事健全 さの 評定 平均 値 （図 1−1）
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幼児期に お け る食事の あ I！方は 味覚感受性や心身の 発達 に影響 を及 ぼ すか

30〜35か 月児，36〜41か 月児）に 分類 し，各項 日ご と

に 平均値 と標準偏差を算出した 。 各項 目平均間の 有意

差検 定は
一

元配置分散分析 お よび Bartlett　Testで 分

散 を 検定後，Duncan ’
s　Multiple　 Range 　Test （若林

1984＞に よっ て行 い
， p ＜ 0，01 に対 して 有意差が ある も

の とした。

結果 および 考察

　 1． 幼児初期の 家庭に お け る食事状況

　 1〜3 歳児を被験児 と した 「家庭 に お け る食事場面の

観察」結果 を基 に ，月齢別 に 4 群 に 分類 し，各項 目別

に 食事健全さ （あるい は食事 自立 の 程度）に対す る評

定平均値 を計算 した。その 値 をプ ロ フ ィ
ール 尺度上 に

プ ロ ッ トした （図 1）。こ れ に よると， 4群 い ずれ に お

い て も，評定平均値 3．00 以上 を示 した項目と して ，「自

分 で コ ッ プ を持 っ て飲め る」「家族 と一．緒 に 食事 が で き

る」「食事 に 満足 して い る様子1 「食事 の こ とに つ い て

話しなが ら」等の 14項 日が挙げられ た。食事 の 基本技

能や 食事習慣の 習得程 度は松原 （1985） の 結果 と類似

傾向 を示 して お り， 本被験児グル ープ は標準的で あっ

た。また「ス プー
ン と茶碗 を両手 で 使用 で き る」「は し

を使 っ て食べ る」「は しと茶碗 を両手 で 使用 で き る」「こ

ぼ さ な い よ うに ご 飯 を 食べ る 」の 4項 目で は
，
4。群 の う

ちい ずれ か の群問 で 平均値問に有意差 （pく O．01）が み

β

図 2．甘
・酸 ・

塩 味溶液 に対 す る感受性 の 分布状況
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られ た 。 高月齢児の食事 自立程 度が 低 月齢児の それ を

上 回 っ て い た。養育者の 評定に 信頼性が あるか 否か を

確認す るた め
， 筆者らも「園 に お け る食事場面 の 観察」

を行 い 評定した結果，食事の 棊本技能お よ び食事習慣

の 項 目計 18項 目に お い て，評定者間 の
一

致率 （Cohen
の x （中澤等 1997））は 0．75〜1．00 で あ っ た 。なお評

定 者 閔 の
一一

致 率 0．75 未満 の デ
ー

タ （137名 の うち 7

名）は 除外した 。

　次 に，「食事内容 の 調査」結果 か ら評定平均値 を算 出

した （図 1）、「手作 り料理 あ り」「衛生面 に 洗意 した 食

事」等 の 8項 日で ， 評定平均値 3，00以上 で あ っ た 。 4

群 の 評定差は 10項 目い ずれ に お い て もほ と ん ど み ら

れなか っ た。

　2． 味覚感受性検査

　130名 の 被験児につ い て，各味溶液 に 対する感受性

を測定 した。図 2 に，月齢別 4群の甘，酸，塩 味溶液

に お け る 感受 性 の 分 布パ タ
ー

ン を示 し た。そ れ ぞ れ の

感受性 に お い て ， 4群 い ずれ に も男児 と女 児の 問に 有

意差 は認め られ なか っ た。

　 シ ョ 糖等差濃度水溶液 （0．2〜O．8％，w ／v ）を試料液

と し た
一
目
’
味 感受性検査 で は ， e．2 お よび 0．4％ で 廿味

を感受 した 児が ， 4群 ともそれぞれ被験児 の 50％ を超

え た。クエ ン 酸水溶液 （0．02〜O．08％， w ／v ）を用 い た

酸味感受性検査 で は ，4群 と もそれぞれ 80％ 以上 の 児

が 0．02 お よび 0．04％ で 酸味 を感受 した 。塩化 ナ トリ

ウム 水溶液 （0．04〜O．ユ6％ ，
w ／v ）を用 い た塩 味感受性

検査 で は ， 0．04お よび 0．08％ で 塩 味を感受 した児が ，

4群 と もそれ ぞれ被験児 の 60％ を超え た D 甘味，酸 昧，

塩 味感受性検査 に お い て，本検査濃度範囲 で検査 し得

な か っ た児は ， そ れ ぞ れ 8．5％， 8，5％ ， 13．8％ を占め

た。筆者 らの す で に 行 っ た 子 ど もに 対す る各味溶液感

受性検 査 に よ る と，3〜6歳 の 幼稚 園児 （田 ロ と岡本

1993）お よ び 9歳 の 小学 生 （岡本 と 田 口 1996）を被験

児と した測定結果で は ， 上記 の 濃度範囲で 感受 し得な

か っ た者 が 8．0％ 以下 で あ っ た。本研 究 で 取 り扱 っ た

1− 3歳 児は，情緒の 発達や表出，さ らに社会性 の 芽生

え，人 に 対する働きか け に お い て極め て著 しい 個 人差

が み られ る時期で あ る た め ， 設定濃度範囲で 検査 し得

なか っ た 児が 8％ を超 え た もの と考 えられる。

　 3． 心 身 の 発達状況

　「遠城寺式乳幼児分析的発達検査」に よ っ て 測定 し た

発達状況判定結果を表 3 に 示 した。通過群は ， 各領域

に お け る発達状況 が 暦年齢以上 に 発達 して い る グル
ー

プ
， 未通過群 は 検査実施時 に ，暦年齢 に 発達が達 して

い ない グル
ープ を表した e 通過率は ， 18〜23 か 月児で

は 66．7〜85．2％ ， 24〜29 か 月児で は 56．4〜82．1％ ，

3Q〜35 か 月 児 で は 53．1〜87 ．5％，36〜41 か 月 で は

53．1〜90，6％ であ っ た。なお通過率 に男女差はみ られ

なか っ た 。

　 4． 幼 児初期 の 食事 と味覚感受性 と の 関係

　 130名 の 被 験児 を月齢別 4群 に 分類 し，シ ョ 糖，クエ

ン 酸，塩化ナ トリ ウ ム 水溶液に対する感受性 （濃度）

表 3．遠城 式乳幼児分 析 的発 達検査 の 結 果

運 　動 社 会 性 言 　語

移動 運動　　手 の 運動 　 基本 的生 活習慣 　 対 人関係 　　 発 　諸　　 言語 理解

18〜23か 月児 （n ＝27＞

　　 通過群 　　　　　　　23　（　85．2）
　 　 未通過群 　　　 4 （14，8）

　　 合 計　　　　　27 （100，0）

22　（　81．5）
5 （18．5）
27 （10  ．0）

18　（　66，7）
9 〔33，3）

27　（100，0）

23　（　85，2）　　19　（　70、4）　　18　（　66，7）
4　（　14．8）　　8　（　29．6）　　9　（　33，3）
27　（100．0）　　27　（100．O）　　27　（100．0）

24− 29か 月児 （n ＝・39｝
　　 通過群　　　　31 （79．5）
　　 未通過群 　　　 8 （20、5）

　　 合計　　　　　39 （100，0〕

31　（　79．5）
8 （2  ．5）
39 （100．O）

25　〔　64．1）
14　〔　35．9）
39　（100，0〕

28　（　71．8）　　22　（　56．4）　　32　（　82．1）
11　（　28．2）　　17　（　43．6）　　7　（　17，9）

39　（100．0）　　39　（100．O）　　39　（／00，0＞

30〜35 か 月 児 （n ＝32）

　　 通過 群　　　　26 （81，2）
　　 未通過群 　　　 6 （18，8）
　 　 合計　 　 　　 　32 （100．0＞

28　（　87．5）
4 （12．5）
32 （1   ．0）

26　（　81，2＞
6 （18．8｝

32 （！eo．O）

20　（　62．5）　　19　（　59．4）　　17　（　53．1〕
12　（　37．5）　　13　（　40．6）　　15　（　46，9＞
32　（100．0）　　32　（100．D）　　32　（leO．O）

36− 41 か 月児 （n ＝32）

　 　 通過群 　　　　　　　29　（　90．6）
　 　 未通 過 群 　　 　 3 〔 9，4＞
　 　 合 計 　 　　　　32 （100．0）

29　（　90，6）
3 （ 9 ，4）

32 （100．0）

27　（　84．4＞
5 （15．6）

32　（100．0＞

26　（　8］．3）　　18　（　56．2）　　工7　（　53、1）
6 〔18．7）　14 （43．8）　15 （46．9＞

32　〔100．0）　　32　（100．D）　　32　（100．0）

実 数，（ ）内は ％
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幼 児期 にお け る食事 の あ り方 は味覚感受性や心身の 発達 に影響 を及 ぼす か

別 に ， 総合的食事健全 さ を算出 し て 図 3 に 示 し た。総

合的食事健全 さを， 月齢別 ， 各感受性別に調べ た と こ

ろ，男児 と女児 の 間 に 有意差 は み られな か っ た。

　 18〜23 か 月児の シ ョ 糖感受濃度に お い て は，0 ．2 お

よ び O．4％ グ ル ープ の 総 合 的食事健 全 さ は 106．82±

4．02 （平均 ±標準偏差）と算出され ， O．6 お よび 0．8％
グル

ープ の ／04．44± 9．83 との 問 に 有意差 は み られな

か っ た。18− 23 か 月児の クエ ン 酸感受濃度で は ， 0．02

％ グル
ープ の 総合 的食事健 全 さは 105．82± 6．41 をと

っ て お D，0．04，0．06 お よ び 0．08％ グ ル
ー プ の

106 ．5D± 8．00 の 間 に 有意差 は み ら れ な か っ た。18〜23

か 月児 の 塩化ナ ト11ウ ム 感受濃度 で は ， 0．04％ グル
ー

プ の総合的食事健全さは 111．29± 4．33であ り， 0．08，

0．12 お よ び 0．16％ グ ル
ープ の 102，38±8．08 に 比 べ

（18〜 23か月児）

（24〜 29か月児）

　　 図 3．幼 児初 期の 食事 と味 覚 感受 性 との 関係 （図 3−1）
横軸 の 「総合 的食事健 全 さ」 は 34項 目の 評定 平均値 の 総和 で あ る．
＊ ＊
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（30〜 35か月児）

（36〜 41か 月児）

　　 図 3．幼児初期 の 食事 と味 覚 感 受 性 との 関係 （図 3−2）

横 軸の 「総合 的食事 健全 さ」は 34 項 目の 評 定平均値 の 総 和 で あ る．
＊＊

　P く｛〕．Ol

有意 に 高 い 値 で あ っ た （p ＜O．Ol）。24〜29 か 月児 の シ

ョ 糖感受濃度 に お い て は，0．2 およ び 0．4％ グル
ープ

の 総合 的食事健全 さ と O．6 お よび O．8％ グル ープ の そ

れ の 聞 に有意差 は み られ なか っ た。クエ ン 酸感受濃度

で は ， O．02％ グル
ープ の 総合 的食事健全さ と 0．04，

0．06 お よび 0．08％ グル
ー

プ の それ の 問に有意差 は認

め られな か っ た。塩 化 ナ ト リ ウ ム 感 受 濃度 で は ， 0．04

％ グ ル ープ の 総合的食事健全 さ は ，O．e8，0．12お よ び
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1」本 調 理 科 学 会 誌 　Vol ．33　No ．　2 （2000）

な子 ども （前述）は，味覚感受性 に 好影響が表れ ると

す る仮説 を
一

部支持す る結果 と な っ た 。矢倉ら（1991）

は 3〜5 歳児の 味覚識別機能を調べ ，母親や家族が食事

の 味付けに関心 を もち意識する こ とが幼児の 味覚識別

機能を敏感に して い る と述 べ て い る。 こ の 例 で は ， 幼

児期 に お い て は 日々 の 食生 活や食習慣 の よ うな環境 的

要因が 味覚機能 に作用す るの で はな い か とい うこ と を

示 唆 してお り， 本報告 で も
…

部同様の 示 唆が得 られ て

い る。乳幼児期 に あ る 子 ど もの 場合 に は ，
日 々 繰 り返

さ れ る食事経 験 が ， その 子 ど もの 味覚感度 に い くぶ ん

影響 を及 ぼ すの か もしれな い 。初期体験 の 影響を受け

や す い とされ て い る幼児初期 の 段階で は ， 味 に対す る

多種 多様な体 1験 が そ の 子 ど もの 味覚機 能に い くぶ ん影

響 を及 ぼすの か もしれな い 。特 に塩味受容機能に対 し

て わずか に 作 用 を及ぼす の か もしれ な い
。 こ の 点 に関

して は，今後 さ ら に ，詳細な検討 が 必要 で あろ う。

　 5． 幼児初期 の食事 と心 身の発達との 関係

　遠城寺式乳幼児分析的発達検査 の 結果 に 基 づ き，
130

名 の 被験児を月齢および 発達状況 に よ っ て 分類 し た。

月齢お よ び 発達状況別 の 各群 の 34 項 目に 対す る 食事

の 健全さ （総和）を計算 し， 図 4 に 示 した 。総合 的健

全 さ を月齢別，発達状況別 に検定 した とこ ろ，男児 と

女児の 間 に有意差は み られ なか っ た。

　18〜23 か 月児の 「移動運動」に お い て は ， 発達群 の

食事健全 さ （総和）は 106．82± 6．44 と算出 され ， 未発

達群 の 100．33±7．56 に比 べ 有意に高 い 値 を示 した

（p ＜ 0．01）。18〜23 か 月児の 「手の 運動」で は，発達群

の 総 和 は 107．47± 6．51 を と っ て お り， 未発 達群 の

99．60±7、60 に 比 べ 有意差 が み られ た （p ＜ 0．01）。

18〜23か 月児の 「基本 的習慣」で は，発達群 の 総和は

108．62± 8．
』
11 で あ り， 未発 達群 の 100．29± 4，82 よ り

も有意に高 い 値を示 した （pく 0．01）。 18〜23 か 月児の

「発語」で は，発達群の 総和 は 108．71± 4，76を示 し，

未発達群 の 99，17± 8．50 よりも有意に高 い 値を示 した

（p ＜ 0．01）。18〜23 か 月児 の 「言語理解」で は ， 発 達群

の 総和 は 109．46± 5．27 を示 し， 未 発達群 の 99．14±

7．27 に 比べ 有意 に 高い 値 を示 した （p ＜0．01）。18〜23

か 月児 の 「対人関係」 で は，発達群 と未発達群 の 総和

の 間に有意差は 認 め られな か っ た。24〜29か 月児 の 場

合 に は ， 「手 の 運動」「基本的習慣」「発語」「言語理解」

の 領域に お い て，発達群 の 総和 は未発達群 に比べ 高い

値 を示 し，両群 の 間に 有意差が み られ た （p く 0， 1）。

「移動 運 動 」お よ び 「対 人 関係」で は，発達群 と未発達

群 の 総和 の 問 に有意差はみ られ な か っ た e30
〜35 か 月

児 お よ び 36〜41か 月児の 場合 に は，「移動運動」「手の

運動」 「基本的習慣」「発語」「言語理 解」の領域 に お い

て，発達群 と未発達群 の 総和 の 間 に 有意差が み られ た

（p く 0．01）。「対人関係」で は ， 発達群 と未発達 群 の 総

和 の 間 に有意差 は認め られなか っ た 。

　 こ れ らの 結果 か ら，18〜41か 月児の食事に対する健

全 さ （総 和）は，24− 29か 月児 で は 4領域，18〜23 か

月児， 30〜35か 月児お よ び 36〜41 か 月児で は 5領 域

に お い て ， 発達群 と未発達群間に 統計的有意差が 認 め

られ る こ とが 明 らか とな っ た。すなわち，18〜41か 月

児 の 場合に は 健全 な食事状況 の 児 （前述）はそ うで な

い 児に 比 べ 運動 ， 社会性 ， 言語面 の 発達 が よ り良好 で

ある こ とが 示唆さ れ た。こ れ は ， 日頃 の肯定的な食事

態度は心身両面に わ た る発達に 好 ましい 影響 をもたら

す とす る仮説を全面的 に 支持す る もの で あ る。子 ど も

の 食事 態度や食事行 動 と発達 との 関係に つ い て，本報

告 で得 られた示唆と同様な例 と して 次の ような報告が

あ る。Brazelton（1993）は 食事場面 に お け る 親 予 の ふ

れあい が 子 ど もの精神面に 望 ましい 発達 をもた らす と

述べ て い る。Seki等 （1985）は家庭における食行動 と

さまざまな発達 との 間に は相関が あ る こ と を示 し， 食

事 マ ナ ーや 楽 し い 食生活 が 言語能力 と密接 に 関わ り合

っ て い る と報告 して い る。岡本 と田 口　（1997）は子 ど

も期 （6〜11歳）における豊か な食事体験 は積極的で 心

理的に も安定 した性格を形成す る可能性 を明 らか に し

た。

結　　論

　岡山県内 の 3保 育園 に在籍する 工〜3 歳児 130名 （男

児 74名，女児 56名 ；18〜41か 月児）を被 験児と して
，

「家庭 に お け る食事 場面 の 観 察 な らび に 食事調査」

「甘 ・酸 ・
塩 味 に 対する感受性検査」「遠城寺式乳幼児

分析的発達検査」を実施 し た。次 の よ うな結果 を得 た 、

　1） 1〜3歳児の 被験 児の うち半数以上 は ， 家族 と共

に コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を と りな が ら，楽 しい 食事 を と

っ て お り，衛生 画に も配慮 した 手作 り料理 の あ る食卓

で あ っ た ． 食事 の 基本技能習得 程度 に つ い て は，標 準

的 で あ っ た。

　2＞ 1〜3歳児で は，シ ョ 糖水溶液 0．2〜0．8％，クエ

ン 酸 水 溶 液 0．02〜0．06％，塩化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液

O．04〜O．16％ の 濃度範囲 で 大部分 の 被験 児が それ ぞ

れ甘 ， 酸 ， 塩味 を感受 した。

　 3） 1〜3歳 児 の 食事に対する健全 さ は ， 1 ・2 歳児

（18〜29か 月児）の 塩 化ナ トリウム 溶液感受 の 場合 を

除 い ℃
， 味溶液 に対 し て 鋭 敏 な グ ル

ープ と そ うで な い

グル ープ の 間 に 統計的有意差 は 認 め られ な か っ た。
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幼児期 に お け る食事の あ り方 は 味覚感受性や心身の 発達 に影響を及 ば すか

　4） 1〜3 歳児の 食事に対する健全さ は，6 発達領域

の うち 4領域 な い し 5領域 に お い て ， 通過群 と未通過

群の 間に統計的有意差が 認め られ た。

　5）　以上 か ら ， 幼 児初 期 に健 全 な 食事状況 に あ る児

と そ うで な い 児 との 間 に は ， 塩 味 を除 く味覚感受性に

は ほ とん ど差異 は み られない こ とが示 された。と 同時

に健全 な食事状況 に あ る児ほ ど，手 の 運動，基本的習

慣，発語 ， 言語理解等 の 発達に好影響が 表れ るこ とが

明 らか にされた。

　本研 究で は ， 幼児初期に 日々 繰 り返 され る食事行動

がそ の 子 ど もの 味覚感受性や 心 身の 発達 に な ん らか の

影響 を及 ぽ すの で は な い か とい うこ とを，観察 ・調査

な ら び に 検査 の 分析 を通 して 検証 した ， そ の結果， 幼

児初期に お け る家庭で の 食事 の あり方は塩味感受性 に

は わず か に 変化 を もた らすが ，廿，酸味感受性 に は ほ

と ん ど影響 を及 ぼ さ ない こ とが 示 さ れ た 。 ま た こ の 時

期に お け る家庭 内食事状況 の 良否 は 運動，社会性，言

語発達と密接な関連性 をもつ こ とが 確認 され た。

　本研究 の
一

部は ， 平成 9 ・10年度文部省科学研究費

（基盤研 究 C，課題番 号 09680062，研究代表者岡本洋

子）の 補助 を受けて行われ た もの で あ る こ と を付記し，
こ こ に 謝意 を表します 。

　本研究 の 観察 ， 調査 ならび に検査 に あた りまして は ，

社会福祉法人福岡保育 園 ， 社会福祉 法人宝島保育園，

社会福祉法 人 学南保育園 に ご 協力 い た だ きま した 。 関

係 の 方 々 に 深 く感謝 い た し ます。
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